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Pole Guard Method
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	橋面防水工事
	アスファルト塗膜材塗布
	耐震アンカー工事
	鉄筋打ち込み
	防食工事（上下水道）
	防食塗膜上塗り
	PGM協会の沿革より
	PGM協会 会報<第4号>
	大規模団地におけるPGMの適用と、施工挙動からみる止水有効性
	【施工事例】2025年4～7月に某大規模団地 47棟(548戸) において、手すり支柱内部の腐食防止を目的としたPGMを実施した。
	■ 施工挙動から実証されたPGMの効果 今回の一連の現象は、PGMが持つ以下の高い効果を裏付ける結果となった。 コンクリート内のひび割れなどによる水みちにまで樹脂が到達し、浸水経路に充填できることからコンクリートのひび割れ等を確認できた。
	施工中の挙動そのものが、表面から見えない構造内部の劣化状況や水の動きを“可視化”した形となり、PGMの特性と有効性をより明確に示す結果となった。
	■ まとめ 既存ストックの老朽化が進む中、PGMは単なる支柱補修にとどまらず、 「内部状態の把握」と「止水対策」を同時に実現できる技術 として、今後さらに幅広い活用が期待される。
	お問い合わせ先

	PGM協会事務局　三和テクノス株式会社
	✉ info@tsanwa.com ☎ 03-5952-0224
	ご意見ご要望お待ちしております




